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はじめに

「マザーズハローワーク天神」は、子育て中の方

（子供さんを伴って）“も”気軽に利用できるハローワ

ークとして本年４月１日にオープンしました。20代か

ら60代のさまざまな年代の方が日々400名前後、就職

活動についての情報収集や相談に来所されます。

福岡市の中心部に位置し、公共交通機関その他の公

的機関も隣接する利便性にも恵まれた、いわば就職活

動中の方の“オアシス”的存在だと私は認識していま

す。もちろん、広くて明るいスペースのみならず、保

育施設の情報及びセミナーや面談会の情報も、求人情

報と併せてパンフレットや掲示板などでわかりやすく

随時ご案内しています。

事業概要

○就職実現プランの作成

○探しやすさを考えた求人情報の公開

・自己検索機（通称タッチパネル）に加えて女性が応

募しやすい７職種の求人については162冊のファイ

ルを整備しています。

・官公庁等の求人を掲示

○キッズコーナーと授乳室を設置

○職業相談・事業所へ紹介

○応募書類の添削

実施セミナー

○パートタイマー職業教室

・パートで働く場合の法律や保険・税金・扶養などに

ついて専門家が解説

○仕事探しセミナー

・自己分析の仕方や模擬面接など

○仕事はじめセミナー

・さまざまな理由で退職後ブランクがあり、働き始め

ることに躊躇している参加者と講師が、同じ目線で

会話のキャッチボールをしながら不安を解消し一歩

踏み出して前向きに「働くこと」を考えられるよう

に支援しています。

○就職活動＆応募書類セミナー

・就職活動の流れと現状の厳しさを（事例）紹介、同

時に「自己理解」「職業理解」を促進しながら応募

書類の記載方法を指導しています。

セミナーを通して「キャリア支援」を実施

マザーズハローワーク天神を訪れる約７割前後の方

は、いわゆる子育て世代です（20代から40代前半）。

この年齢層は、キャリア教育が充実する以前に社会

へ送り出された年代で、バブル期に就職時期を迎え、

職業安定機関におけるキャリア支援業務

マザーズハローワーク天神（福岡中央職業安定所 天神出張所）

子育て支援連携推進員 黒瀬美幸
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●職業安定機関におけるキャリア支援業務

幸運（？）にも労せずして複数の内定を得た世代が多分

に含まれているように感じます。

したがって、ブランク後の再就職に関してもどこか

のん気で受身的な態度が否めません。とはいえ嘆いて

ばかりいられません。この世代は、経済の基盤となる

べく潜在能力（働く力）を持ち、時代を担う次世代の

子供の親たちという現実もあるのですから……。

「働くということ」「社会人として生きるということ」

等一連のキャリア教育を受けるチャンスを逸してきた

方たちに職業選択に至るまでの過程を解説しつつ、進

路選択の手がかりとしてのセミナー（ライフキャリア

支援）を実施、講師として甚だ未熟ながら参加者と共に

育っていきたいと決意して毎回演壇に立っています。

実施セミナーの概要

現在実施中のセミナーの中から主に「再チャレンジ」

「キャリア支援」を主題に掲げたものから下記の２セ

ミナーを紹介します。

（1） 仕事はじめセミナー

対象者としては、

①　出産・育児などの退職者で再就職を希望される方

②　経験不足や技能不足等で働く事に不安がある方

③　さまざまな要因（例えば人と付き合うのが不得意）

が払拭できなくて働く事を躊躇している方

④　働きたいけど就職活動を何から始めたら良いのか

よくわからない方

が多く参加しています。

セミナーの進行として、レジュメ（資料①）ＰＤＣ

Ａ方式で少しずつ具体的に状況把握＆認識（本人に働

き始めるための問題点に気づいてもらう）。

また、アピールポイント発見シート（資料②）等を

記載しながら、キャリアの置き換えの手法を解説（キ

ャリアの置換、ボランティアやアルバイト経験の中か

らも職務能力を発見して自信に繋げていきます）。

（2）就職活動のながれ＆応募書類セミナー

「仕事はじめセミナー」の参加者より「自己理解」

が進み目前に面接などを控えている方が主な参加者と

なります。セミナーの全体像は資料③で説明していま

すのでご参照下さい。

ここでは、就職活動を通じて「自分を育てること」

の大切さとともに良好な人間関係を保つためのヒント
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■社会的意義に対する理解

■相談実施において必要なスキル

■包括的な推進、効果的実施に係る能力

キャリア支援業務は、医師や臨床心理士の領域まで

踏み込むものでは断じてありませんが、専門家や専門

機関に適切にフィードバックするための交通整理役を

するための基本的なメンタルヘルスの知識は必須のも

のとなっていると感じます。私は、不安材料を整理、

解決するための情報を提供して自信や希望を取り戻す

手助けをするのもセミナーの意義だと考えています。

もちろん、「就職活動実践セミナー」ですから、具

体的な統計なども例示しながら進行をしていきます。

例えば、下記に示した統計は、福岡県商工会議所連

合会 雇用・就業相談部が平成17年２月実施したアン

ケート調査結果の抜粋で、「年代別にみた企業が求め

る人材」というものです。全国レベルの統計ではあり

ませんが、企業主側の視点が大枠でつかめるものだと

思いますので以下に参考までに付記しておきます。

●企業が採用するに当たっての問題点（複数回答あり）

29歳以下（若年者）

１位　熱意・意欲がない 42.9％

２位　根気・忍耐力がない 41.6％

３位　協調性がない 23.4％

４位　実行力・行動力がない 21.6％

５位　業務遂行能力が劣る 21.3％

30歳～44歳（一般）

１位　技能・知識が不足 31.0％

２位　実行力・行動力がない 24.4％

３位　柔軟な発想がない 22.9％

４位　熱意・意欲がない 19.2％

４位　業務遂行能力が劣る 19.2％

５位　協調性や組織への順応力がない 15.1％

応募動機記載に際しては、上記統計や地場企業採用

事例などを適時紹介しながら、志望先に応じた書類を

作成指導していきます。ここでは、求職者自身の「納

得感」を重視した指導になります。職業選択＝人生選

択とも言えること。１日24時間の多くの時間を共有す

ることになる勤務先（業務内容はもとより職場環境な

ど）は、本人の納得なくして就職しても定着には結びつ

かないと危惧されるからです。希望条件との折り合い

地点をある程度の幅を持ちながら探索していきます。
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などを少々心理学的要素を加味しながら、進行してい

きます。

なぜメンタルな要素まで？と疑問を持たれる方も多

いかと予想されますが、７・５・３と言われる離職率

は、若年者だけの現象ではなく、社会人の離職率もそ

れに近いものがあるという現実があるからです。

要因の多くを占めるのが、ヒューマンスキルの不足、

人との接し方が不器用なため辛い立場になり辞めざる

を得ない状況に追い込まれる……。

「働くこと」を躊躇する方が、不安材料として挙げ

る例として最も多い原因ではないでしょうか？

本年６月12日付け労働新聞にて中央職業能力開発協

会が発表した「メンタルヘルス対処に重心」という記

事の中でもキャリアコンサルティング研究会（座長

桐村晋次法政大学教授）がキャリアコンサルティング

に必要な能力体系のなかの１つ、基本的知識に追加さ

れる要件としてメンタルヘルスの具体的保持・増進の

方法や意義、ストレス理論などを提言されています。

参考までに他の３つの要件について紹介しておきま

す。

資料③
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●職業安定機関におけるキャリア支援業務

４ 「ハーフアンサー」

就職活動の流れを説明する際にさまざまな局面を乗

り切る１つの考え方として「ハーフアンサー法」とい

う手法を紹介します。本来は、対立した相手と和解す

る手法ですが、就職活動だけでなく就職した後も働き

続けるために基本となりうる考え方の１つだと思い、

セミナーでは参加者同士の意見交換の場として有効に

役立てたいとできるだけ身近な事例を取り入れながら

紹介しています。

１番目に問題点を明確にする、２番目に協力者へ呼

びかける、３番目のステップは、固定観念や先入観に

囚われないで柔軟な考え方をする、４番目のステップ

として完璧な答え（ベストアンサー）ではなく、はじ

めは納得できそうな答え（ハーフアンサー）を見つけ

てそこから出発してみませんかと提案、その時の考え

方として「ヤマアラシのジレンマ」というドイツの哲

学者の寓話を紹介しています。（資料④）

生きてきた経験（失敗も成功も含めて）と自分が興

味のあること（仕事）であれば、働く能力は自分で開

発できるということ、完璧な就職条件を目指してピン

ポイントで目標を設定するのではなく、選択肢の幅を

広げてみませんか？と丁寧にお話しいたします。

セミナー参加者の反応について

○就職や人生の転機の発想（選択肢）がたくさん

あるのだと知り安心しました。（30代の育児中の

方）

○学生の時に職業について全く考えないで就職し

てしまい、これでいいのかと迷って短期間で退

職してしまいました。セミナーを通して職業と

生き方を同じくらいに大切に考えて、今できる

ことを始めたいと思いました。（第二新卒の方）

○就職に関して職務の幅を広げることは、自分自

身の幅を（人間としての）広げることにもつな

がると思いました。（20代後半の女性）

セミナー参加者の共通の反応としては、ほっとされ

た様子で笑顔を取り戻されることです。

社会人となってからの就職活動は、「孤独」や「焦

り」との戦いという側面を持っているように感じます。

落ち込んだりへこんだりしながら就職活動をしてい

る仲間（？）がたくさんいることを認識し、セミナー

を通じて焦る必要はない、自分の経験を最大限に活か

し柔軟な発想で活動をしていけば、必ず働く場所は見

つかると信じていただけるような内容のセミナーにし

たいと工夫を重ねています。

おわりに

私のキャリア支援業務との「出会い」及び取り組み

姿勢について紹介しておきたいと思います。

平成13年１月末、職業能力開発支援アドバイザーと

して（独）雇用・能力開発機構福岡センター八幡職業

能力開発促進センターに採用され職業訓練受講生に

“自己啓発セミナー”（就職支援セミナー）と個別就職

相談を担当することになったのがこの業務との出会い

です。訓練終了を目前に真剣に就職活動をする方たち

に寄り添い支援をしながら、私自身もライフキャリア

について真摯に向き合うようになっていきました。そ

の後、職場は“ヤングジョブスポット天神”に移り、

雇用総合相談員として10代から30代の若年者の就職支

援業務を担当しました。そこで出会った若者たちは、

資料④
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働きたいと思っているのに、何から始めたらよいのか

わからない、何を手がかりに自分を見つめたらよいの

か知らない、キャリアミストのごとく悩み・苦しみ・

迷っていました。この子たちは、真剣に耳を傾け相談

に乗ってくれる信頼できる大人を探しているのではな

いか（実際に大人と話したかったけど、自分の周囲に

は信用できる大人がいなかったとの声をたくさん聞き

ました）。そうであれば、親たち（大人）にもキャリ

ア教育が必要なのではないかと考えていた時に、現職

とめぐり会い子育て支援連携推進員として採用されま

した。若年者支援の活動については、現在も地元の若

者達を支援したいと集まったＮＰＯ法人福岡県キャリ

アコンサルタント協会の仲間たちと地道な活動をして

います。

就職相談員として多くの方と接してきて思うこと

は、冒頭に紹介したように、キャリア教育（職業観教

育）を受けるチャンスを逸して社会に出てしまったた

めに自己理解・職業理解と聞いても漠然としたイメー

ジしか湧かない求職者の多さです。したがって、就職

活動に際して求人票を見ても給料と休日をざっと見る

くらいで応募してしまい、なかなか採用に至らないと

いうケースが多いという現実があります。

嘱託職員として私にできる“キャリア支援”って何

なのか？　常に自問自答しながら日々の業務を努めて

います。たどり着いた結論は、私自身が年齢や学歴の

壁に阻まれ再就職をあきらめかけた経験やその時の乗

り越え方を自己開示、経験を最大限武器（？）として

活用して、常に求職者の立場（同じ目線で）を忘れず

に職業選択に際しては新鮮かつ有効な情報を提供し続

ける努力をすることではないか。また、日々の業務の

中でも１人ひとりの求職者の方に誠実な対応をし続け

ることだと考えました。未熟な知識を補いたいと学び

始め、出会った（社）雇用問題研究会主催のキャリアケ

ース研究会、日本キャリア教育学会の先生方との出会

いを大切に育てながら、これからも誠実に相談支援業

務に携わり続けたいと願っています。そしてセミナー

等を通して、「自分で自分をあきらめないこと」「他人

と比較して焦らないこと」「自分には無理かなと思っ

ても、あえて挑戦する勇気を持つこと」の大切さを伝

えていきたいと考えています。

■発行所 社団法人 雇用問題研究会 http://www.koyoerc.or.jp
〒104-0033  東京都中央区新川1-16-14 TEL 03-3523-5181㈹ FAX 03-3523-5187

若者のための
キャリアプランニング
―すばらしい未来を拓くために―

■宮崎冴子（宇都宮大学教授） 著
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あなた自身について考え、理解し、未来をキャリアデザインしてみましょう
若者のフリータ－、ニート、早期離職者等の増加が問題となるなど変動する現代社会の中

では、学校時代の成績や偏差値のみにとらわれることなく、「どのような生き方をしたい

のか」「自分にとって何が必要なのか」など、将来の生き方を考えた進路選択をするため

に、「そうなりたい自分」「こうありたい自分」に向かって「キャリア形成・能力開発」を

していくことが重要です。

本書は、勤労観・職業観の醸成に役立てていただくことを目的として、大学・短大、高等

学校、教育訓練機関等におけるキャリア教育の基礎テキストとして、また「自分さがし」

をしている若い方たちの手引書として作成しました。
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